
山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第184集

中巨摩郡白根町

横堀遺跡
中部横断自動車道白根インターチェンジ工事に伴う発掘調査報告書

２００１．３

山梨県教育委員会

園本道路公団



中巨摩郡白根町

横堀遺跡
中部横断自動車道白根インターチェンジエ事に伴う発掘調査報告書

２０⑪Ⅲ． ３

山梨県教育委員会

日本道路公団



序

本報告書は、中部横断自動車道白根インターチェンジエ事に先だって行なわれた、横

堀遺跡の調査成果です。

白根町は扇状地に立地しているため、かつて存在した遺跡もその多くは氾濫によって

消滅してしまったものと考えられてきました。しかしながら、中部横断自動車道の建設

に伴う一連の発掘調査によって、横堀遺跡のほか、平安時代の集落跡である百々遺跡の

発掘調査も現在行なわれ、徐々にその様相が明らかになってきています。

さて、横堀遺跡は縄文時代晩期最終末～弥生時代中期初頭を主体とする遺跡です。

｢住居跡」のような人々の暮らしを直接的に示す痕跡は発見されませんでしたが、この

時期を特徴づける‘条痕文土器'と呼ばれる土器のほか、黒曜石製の石器や、開墾などに

使われたと考えられる打製石鍬などが見つかっています。現在山梨県内では該期の遺物

がみられる場所は80箇所あまりにのぼりますが、いずれの遺跡からも遺構はほとんど確

認されず土器片などが出土するにとどまっています。横堀遺跡も例外ではなく、木など

が生えていた痕跡が確認されたのみでしたが土器片や石器などの分布状況から遺物が集

中するブロックが存在することがわかっています。また土器や石器の分布傾向を細かく

抽出した結果、土器が集中する箇所と黒曜石の剥片や打製石鍬が集中する箇所が重なる

ことがわかっています。このような遺物の分布傾向から、土器などを使って実際に生活

していた場所と、生活することによって出た不要なものを捨てたり、作業をしたりする

場所とに分かれていた可能性があるということを示唆する結果がでています。

近年、白根町のほかにも、櫛形町・若草町といった同じく扇状地に立地する遺跡から

も相次いで条痕文期の遺物が確認されています。今後、このような地域での発掘調査が

進む事によって、かつての人々の暮らしが明らかになっていくものと思われます。

今回の発掘調査によって得られた知見から新たに見出される問題点も出てくる事と思

われますが、本書が学習・研究の資料として活用される事を念じてやみません。なお、

末筆になりましたが本調査にご協力を賜った関係各位、ならびに直接調査に関わった

方々に厚くお礼申し上げます。

2001年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長大塚初重
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本報告書は、山梨県中巨摩郡白根町在家塚横堀1538番地外に所在する横堀遺跡の発掘調査報告書

である。

本事業は、中部横断自動車道白根インターチェンジエ事に先だって1999年５月14日～７月26日に

かけて実施したものである。

発掘調査および整理作業は山梨県埋蔵文化財センターが実施した。

発掘調査区のグリッド杭の設定については、㈲東雲測量に委託した。

発掘調査区の東・南壁面写真ならびに断面図作成に関しては、㈱フジテクノに委託した。

本書は第２章を主任文化財主事深沢容子が、第３章一第３節－２、同一第５節－３を主査文化財

主事保坂康夫が、その他を文化財主事野代恵子が執筆した。なお、第４章については保坂の石器

に関する所見原稿を組み込んでまとめている。編集については野代が行なった。

写真撮影については現場においては野代が行ない、遺物については小川忠博に委託した。

表紙のイラストは大塚敦子による。

発掘調査から報告書作成にあたっては、下記の方々からご教示。ご協力を頂いた。厚く感謝申し

上げます。

河西学（山梨文化財研究所)、矢野晴代（白根町教育委員会)、穂阪町子・山口一樹･河

西美紀（白根町町長室広報係)、㈱青木建設･㈱井尻工業共同企業体、広瀬和広･小口妙

子（甲西町教育委員会)、山口明（長野市立博物館)、小川忠博（写真家）

報告書に関わる図面・出土遺物・写真などは山梨県埋蔵文化財センターに保管している。

１．

２．

例

●
●
●

局
〃
ロ
０
（
）
（
〕
八
〕
．
》

９．

凡 例

1．遺構・遺物の挿図の縮尺は原則として以下の通りである。

遺構：調査区全体図１/200、遺物分布状況１/120、遺物集中区１/60、

土坑１/20、微細図１/２０

遺物：土器１/3、石器１/１．１/２．１/3、土製品１/３

２．遺構図においてのドット、スクリーントーンについては以下の通りである。

●…土器○…炭化物△…石器砂目スクリーントーン…炭化物の集中
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周辺遺跡分布図

中部横断自動車道予定地と試掘調査位置図

調査区内トレンチ位置図

調査区東壁・南壁セクション図

調査区内トレンチセクション図

土器出土点数

石器出土点数
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第１章調査の実施と経過

第１節調査に至る経過

平成11年４月14日文化庁に発掘通知を提出する。

同５月14日発掘調査を開始する◎

同７月26日発掘調査を終了する。

同７月29日甲府南警察署へ発見通知を提出する。

第２節調査組織

く発掘調査＞

調査主体山梨県教育委員会

調査機関山梨県埋蔵文化財センター

調査担当山梨県埋蔵文化財センター

教育長輿石和雄

所長大塚初重

次長藤田修

次長田代孝

主任文化財主事深沢容子

文化財主事野代恵子

発掘調査従事者

作業員石川茂子、石原恵、市川祥子、鰻池定一、大森智枝子、神沢正孝、北原和江、久保田明義、斎藤礼

子、佐久間等、佐久間春江、沢登たつ江、鈴木政一、手塚盛明、手塚房子、時田わか、内藤春枝、中

込ともゑ、中込なを美、名取清子、羽中田弘、望月し』よ子

<整理作業＞

調査主体

調査機関

山梨県教育委員会

山梨県埋蔵文化財センター

調査担当山梨県埋蔵文化財センター

教育長輿石和雄

所長大塚初重

次長藤田修

次長田代孝

主任文化財主事深沢容子

文化財主事野代恵子

整理作業従事者

作業員石原恵、大塚敦子、北原和江、佐々木富士子

－２－



第Ｚ章横堀遺跡とその周辺

第１節地理的環境

横堀遺跡は、中巨摩郡白根町横堀地内、標高328ｍの地点に所在する。

白根町は甲府盆地の西縁部に位置し、北は八田村・韮崎市、南は若草町。櫛形町に、東は釜無川を挟んで竜王

町・昭和町に、西は芦安村にそれぞれ接しており、東西14kｍ、南北3.6kｍ、総面積39.25kｍ2を測る◎町の中央

部には南北方向に国道52号線（駿信往還）が縦断している。町の西部は千頭星山（標高2138.5ｍ)、甘利山

(1671.5ｍ）など巨摩山地の山々からなり、その後方に町名の由来でもある白根三山をはじめ南アルプスの高峰

が連なる。東部は御勅使川扇状地からなる平野である。甲斐駒ケ岳から南東に連なる山脈中の唐松峠（標高1700

ｍ）付近にその源を発する御勅使川は、急峻な山間を北東に流れ、甲府盆地に出て日本屈指の巨大な扇状地を形

成している。扇状地上は砂操層の堆積が厚く、米作には適さない。そのため、かつては干ばつに強い桑が栽培さ

れ養蚕が行われていたが、現在はモモ、ブドウ、サクランボなどの果樹栽培が盛んである。

遺跡は、御勅使川扇状地の扇央部に位置する。‘横堀,という地名の由来については、一説にはこの一帯に御

勅使川の旧河道があり、東西方向に浅い堀のような地形が見'られこれが東隣の西野へと続くため、この名が付け
註１

られたとも言われる。この地表より3.5～4.0ｍのところにある黒色粘土層が遺構面である。上部には厚い操層

が発達しており、また遺物を包含する黒色粘土層の下部にも操層がみられることから、本遺跡が営まれた縄文時

代晩期最終末から弥生時代中期には、一時的に水域から分離され安定した土地が形成されたものと考えられる。

第２節歴史的環境

横堀遺跡が所在する白根町は、扇状地上に立地しているため、かつては存在した遺跡もその多くは氾濫によっ

て消滅してしまったものと考えられてきた。また、これまで遺跡の発掘調査が行なわれる機会もほとんどなく、

町内で遺跡の分布はほんのわずかしか知られていなかった。以下に記した遺跡についても、百々遺跡以外につい

ては昭和47年に白根町教育委員会によって行なわれた分布調査に基づくものでありざ本格的な発掘調査が行なわ

れたものではない。

縄文時代の遺跡では、扇状地西縁の山腹の段丘上、標高450ｍ付近に飯平遺跡（13）がある。表採された土器

によって中期から後期にかけての遺跡と考えられている。扇状地の末端部分には清水坂遺跡（３）があり、この

北側、標高315ｍ付近には上八田下村遺跡（２）がある。縄文･弥生･古墳時代の遺物がみられ、焼土や敷石なども

確認されている。同じく扇状地扇端部の段丘上、諏訪神社境内付近には下今諏訪遺跡（５）があり、弥生時代後

期の完形の壷などが出土している。古墳では、おつき穴古墳（４）・金山塚古墳（７）の２基が確認されているが

いずれも横穴式石室をもつ後期の円墳である。この金山塚古墳は横堀遺跡（８）の西、およそ800ｍのところに所

在しており、石室内部からは甲青類が出土したと言われている。現在古墳の上には金山権現が記られている。平

安時代では大嵐善応寺裏山の経塚より経筒が発見されている。また、善応寺周辺では土師器や須恵器が採集され

ている。善応寺の南東には、南北朝時代に高師冬が上杉憲顕と戦って敗死した須沢城がある。

このほか白根町には、治水に関する多くの施設が残されている。八田村との２町村にまたがるものではある

が、御勅使川の河道変更と信玄堤に関わるとされる堤防である将棋頭（11）の調査が行なわれており（第一将棋

頭)、現在残る石積みの堤防は近世以降、一部は明治期のものと考えられている。また、同じような施設として

は駒場・有野地区に‘石積出’といわれる堤（12）が残されている。

これまで白根町内で確認されている遺跡は以上であるが、中部横断自動車道建設に伴う一連の発掘調査で、新

たに複数の遺跡が確認されている。横堀遺跡のほか、平安時代の集落跡である百々遺跡の発掘調査が現在行なわ

れているが、250軒を上回る平安時代の竪穴住居跡や、中世の墓坑、牛馬の骨などが多く発見され、これまで遺

跡は残されていないとされていた扇状地から、大規模な集落の実態が掘り起こされる事となった。このように御

勅使川扇状地の厚い砂篠の下には、まだまだ多くの遺跡が埋もれているものと考えられる。今後発掘調査が進め

－３－
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第１図周辺遺跡分布図



ば、かつて扇状地上で暮らした人々の営みが徐々に明らかになっていくことであろう。

註1…中巨摩郡地名誌による。

【白根町周辺遺跡一覧】（番号は第１図のNOに対応）

１．立石下遺跡（八田村野牛島）弥生時代前期・平安時代、２．上八田下村遺跡（白根町上八田）縄文時代

～古墳時代、３．清水坂遺跡（白根町西野）縄文時代後期・弥生時代、４．おつき穴古墳（白根町上今諏訪）古

墳時代後期、５．下今諏訪遺跡（白根町下今諏訪）弥生時代、６．百々遺跡（白根町百々）平安時代、７．金山

塚古墳（白根町在家塚）古墳時代後期、８．横堀遺跡（白根町在家塚）弥生時代前期～中期、９．セツ打Ｃ遺跡

(櫛形町沢登）中世、１０．十五所遺跡（櫛形町十五所）弥生時代中期～古墳時代前期、１１．将棋頭（八田村・

白根町有野）治水施設、１２．石積出（白根町駒場・有野）治水施設、１３．飯平遺跡（白根町曲輪田新田）縄

文時代中期・後期、１４．曲輪田遺跡（櫛形町曲輪田）縄文時代中期・平安時代・中世、１５．北峯Ａ遺跡（櫛形町

曲輪田）縄文時代中期・弥生時代、１６．北新居遺跡（櫛形町曲輪田）縄文時代・弥生時代

第３章調査の成果

第１節調査の方法

平成10年度に実施された試掘調査によってトレンチ3０（第２図）より、縄文時代晩期最終末～弥生時代前期の

土器が出土したことからこの付近に30ｍ×30ｍの調査区を設定した。遺構面は現地表面から3.5～4.0ｍ下である

ことから、壁面に45度の勾配を付けながら重機によって掘削を行なった。重機による掘削は黒褐色粘土層の直上

で止め、以下手掘りにより遺構面を徐々に下げながら精査を行なうとともに合わせて遺物の取り上げ作業を行な

った。調査区内には東西方向に西からＯ、１，２．．．、南北方向に北からＡ、Ｂ、Ｃ…というようにグリッドを設

第２図中部横断道予定地と試掘調査位置図（保坂1999より）
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定した。座標値についてはＤ－５グリッドの北西杭でＸ＝-40020.0ｍ、Ｙ＝-2190.0ｍとなっている。土層の

状況については調査区のほぼ中央を境にして北側はかなりシルトがかった土質で細かい砂篠も含んでおり、精査

の時点でも遺物はほとんどみられなかったことから、調査区北半分については11本のトレンチを設定し土層と遺

物の状況を確認した。その結果、砂操を含む黒褐色シルト層が続き、また遺物の出土もみられなかった事から精

査は南半分について重点的に行うこととした｡

第２節基本層序

平成10年度に行なわれた試掘調査によると、横堀遺跡の周辺では弥生時代前期・中期の遺物が上部に混入する

黒褐色粘質土層が何箇所かで確認されている。それによるとこの周辺では土壌質の土層が表層に発達しており、

24～２７トレンチなどの表土がほとんど榛ばかりであるのと比べて対照的であるとされている。しかしながら今回
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１０黒褐色シルト層(鉄分を多く含む）
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設定した調査区の東壁セクションの北寄りで、やや砂質気味の層を含むものの土壌質主体の土居が確認されたほ

かは南壁・西壁・北壁についても発達した篠層が２～３ｍ程度の厚さで堆積している状況が観察された。これは、

この‘横堀，という地名の由来である、東西方向に西野地区まで続く浅い堀の断面を表わしている可能性もあ

る○その厚い操層の下にはシルト層や粘質土居が細かい互層となって現われ、さらにその下の安定した黄褐色粘

質土層の下に焼土粒や炭化物粒とともに遺物の混入する黒褐色粘質土層が堆積する。この黒褐色粘質土の厚さは

平均して40ｃｍほどで、以下これに似るが遺物を包含しないやや黄色味を帯びた砂質気味の黒褐色粘質土層、黄

褐色シルト層と続き、それ以下は再び細かい操層となる。また平面的に見るとＣ・Ｄグリッドラインあたりを境

にして北側ではこの黒褐色粘質土居の粘性が弱まりシルトがかった鉄分を多く含む層がみられるようになり、同

時に遺物の出土も見られなくなる。

第３節遺物の分布状況

調査区南半分の遺物が分布している範囲について１ｍメッシュの網をかけ、それぞれのグリッドで出土してい

る遺物の数をカウントし、遺物分布の密度について計上した。その結果遺物の集中する箇所が南北方向に帯状に

連なってみられた（遺物集中帯)。これらの遺物出土状況について層位的に確認するために、その中でも特に遺

物が集中する箇所について便宜上、遺物集中区という名称で３つのブロックを囲んだが、このブロックに何らか

の意味を与える訳ではない。土器の接合状況を観察するとグリッドを跨いで出土した土器片同士が同一個体であ

る状況が多く見られることから、これらの遺物分布はほぼ同時期的に形成されたものと考えられる。また遺物を

包含する黒褐色粘質土層中からは十五所遺跡（櫛形町）で見られるような焼土集中箇所は全く認められず、確認

できるのは粒子状の焼土が土居中に均一に拡散している状況であった。

１土器の分布状況

本遺跡から出土した土器群は、時期的には縄文時代晩期最終末～弥生時代前期の範囲で捉えられ、ごくわずか

に弥生時代中期中葉のものを含む。器種としては深鉢、浅鉢、髪、壷などがある。出土した土器の状態について

は、マッチ箱程度の破片がほとんどで、完全な形に復原できるものは全く見られなかった。

土器の分布が集中する場所は、４．５グリッドを中心として南北方向に連なる遺物集中帯で、この集中帯の中

でも特に土器の集中する地点を3カ所ほど指摘できる（遺物集中区１～３)。器種ごと、あるいは破片の大きさに

よる偏りなどは全く見られない。またこれら出土した破片についての接合状況をみると、近くのもの同士の接合

は勿論のこと、かなり遠くのもの同士にも接合関係が割合頻繁に見られる事がわかった。さらにこれら接合関係

のある土器の出土位置を見ていくと、遺物集中帯とその東側で出土したものが主なものとなっている。この中に

は遺物集中区出土土器同士に接合関係が見られるものもあったが、これらの問には規則性などは見出す事ができ

なかった。土器の多くはその表面に摩滅が見られることから、地面の上に放置され風雨にさらされる状態にあっ

たものと考えられ、その間に割れて移動した破片もあるものと考えられる。

２石器の分布状況

石器の分布するメッシュはたいていの場合は単独で分布しているが、３つ以上のメッシュが互いに接して分布

し、比較的高密度に石器が分布する部分が４カ所確認できる。そのうちの３カ所は土器の密集分布域（第６図）

のメッシュと重なる。遺物集中区１（11点)、遺物集中区３（10点)、遺物集中区２－Ａ（４点）である。ここに

は、全石器57点中25点44％の石器が集中する。この土器集中域と重なる石器集中域に位置する石器の内容は、黒

曜石製石器が多く、２３点中１６点70％がこの範囲に分布しているが、器種のかたよりは見られない。一方、粘板岩

製および砂岩製等の石器は剥片３点、微細剥離のある剥片１点、操器２点、鼓石１点、打製石鍬破片１点、台石

１点であり、全体の34点中９点24％でありその内訳としては、篠器は29％、打製石鍬は11％しか見られず、明ら

かに黒曜石製石器の集中度が高い。黒曜石製のものには破片や剥片も含まれており、土器集中域で使用ないし製

－９－



Ｂ
■
■
■
■
■

－

l」

」_刀

６

鐸

２

,一

第６図土器出土点数（１マスは１ｍ×１ｍ）

０

Ｄ
Ｅ
Ｆ

５４３

し

１

｣一

４
卜

Ｏ

ＬＪ－－ｊｍ

Ｇ

土器出土点数

§蕊…20点以上

園…10点以上

図…５点以上

ｂｏｏｏ･Dooopo●oｏｏｏｏｏ

■●ｅ●●●●●●

い●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●■●｡●●●●

●●●●●●●■●
｡●■●０●●●

●●●●●●●｡●

●●●●■■●●

■■●●●●●●●

●O●●●●●■

●●●●｡●●●●

●●●●●●●■●

●
●
■
０
０
■
６
４

●
■
●
●
●
●
●
■

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
◆

●
□
●
●
●
●
●
●

●
●
●
■
●
●
●
●

●
●
●
●
■
由
●
●

●
●
●
●
●
●
●
■

●
●
■
●
●
●
●
●

●
岳
ゆ
●
■
●
●
●

■
●
●
●
●
■
●
●

●
■
●
●
●
●
●
●

●
●
●
■
●
●
●
●

●
●
●
●
●
■
●
●

ｐ
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
■
●
●
●
●

●●●■●●●●白
●●●●●●●●

●●●●●●●●●

､●●●●●●｡●

●●●●■●●●●
●●●●●●●ＣＱ

●●●●●●●●●
●｡■●●●●●I
●■●●●●●●●

●●●●●■●■q
●●●●●●●●●
●●●●●●●●q

●●●●●●●●●
白●●●●●●Ｏｑ

●●■●●●●●●
●●●●●●●●p

●●■●●●●●●
●●●●■｡●■●
■●●●●●●●●
●●●●●●●●●
●●●●●■｡●●
●●●●●●●●●

●■巳■●●●●･
●ＯＧ●●●●●●
●■●●●●●●q

●●号■●●●Ｃ６
０●●●●●■●●
■●●●●●●●●

●●■｡●●●●0
①｡●●●●●●●

●●●●●●●■●

●
■
●
●
●
●
●
●

白
。
●
■
●
●
●
●

●
●
●
●
。
●
●
●

巳
●
●
●
●
●
●
●

●
●
■
●
●
●
●
●

■
●
●
■
●
●
■
●

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
■
●
●
●
●

●
●
●
●
●
■
。
●

Ｇ
●
●
●
◆
●
●
●

●
●
●
●
●
■
●
●

●
●
●
●
●
●
●
由

■
。
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

。
●
●
●
●
●
●
■

●
●
●
■
●
●
●
●

，
Ｐ
ｂ
ｐ
ｐ
ｂ
ｂ
ｐ

Ｌ

_一

蕊

●●●●●●■■●

、

ｂｏｏｏ･Dooopo●oｏｏｏｏｏ



０ １

⑬

１トレ

｜｜~Ⅱ

２トレ

石器出土点数

露３．．．３点以上

園…１～２点

Ⅱ

４

試掘トレンチ

第７図石器出土点数（１マスは１ｍ×１ｍ）

厩霧霧霧
ﾄ゙.･･･.｡.｡.･･･.･･･1

ﾄ゙.･･･...。.･･･.。.．

隣:;韓蕊

’－一

５

二
、



●●
●
●

＋＋十＋
Ｕ●

●●
●

●
●●

蝉
。・・・･§． ●●

●
●
●

●
●
●
●

●

●

●
●
●

●
●
●
●
●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

ｰ

△ ●

●
●

●

●

●｡

Ｉ

●

１
局
Ｉ

（
＄●

●●▲●●
●

●
●
、

＄ 。●
●●

●

も●・
●

●

● ●●

●

●

●●●

●●

●

●

・・6ｏ。。
●●

●

● ●

●

、●

●●
●

●

●
△

、
●

●

●

● ●●

△
ー●

､

③
● ●

● ●

三
●
●
●
●
●

も０

０●

●

潔健●●●

。２４△･今r･△、

十・・:。。．・・．
●●●●

・今・

兵';>瀞，妬
:苧:穂１~

●●△

＄

△

●
●

ロ●

●

●

:＋
●一

、 ー

△

。 ＋ ＋
●

斗 十
、
●
●

●

●

●

ノ
●

●

●

●
● ●

●

●

●●

●

●

●●●●●

● ●
●●

●ｑ
●

●
● パ

ハ

●

● ●

●●
●

●

●●

●
●
■
●
●

●

●
●
●
●
ひ

●
、
●
●

●
●

●● ●

●
●

●●●

●

JLi

＆

●
●

●●
●●

良み．憲琴Ｔ
●

●
●●

●

＋
｡

●

第８図土器接合状況

●

NII

《
鍵雲雲雲

綱
墨

＋△十＋

にJ三

△

〃●

● ０

・６８．
●

多
●

●
△

● ● △

●
●

． △①△：●●
●

０●●
●

●●● ●

●
●

●

（

●

諺
●

も
⑭
●

●
●

●

L二二７
●

●●
●

△
● ●
●

△

●

●

●

●

〃

､＋
Ｄ
Ｊ
●

●

●
●

●

●

震
螺
●●

●
●

塚
●●

●●

も。

ａ
蓮

ザ

● 〃轍
●

●

●●
●

●

●

● ●

● ●

●

●

●●●



●●

● ●●

割マォ
ヂ

●

●●

＋ ＋ ＋ ＋
●

十．

砥
●

畠金Sツ

~

剛

●

●

鰯
くう

◎

Ｏ●●

●

●

ユ
●

／、

'1／
＜７

虜
●

鱈Ｈ

ＱＱ ＋

７戸一

yｒ

､戦
鼻

穂
ｊ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
△

露

蒔電'

●

．に．'－－－／ ●●

●

Ｉ、
ー

●
●

.:＝／
△

一
十

●
●

●●

●●
●●

，●●
●●●●●

●●●●

●●●
｡

●●●

・Ｖ１ｆ・

●●

● 〃

●●

●
●
●

５ｍ

、＋ 十

０

剛遜

●

●

●●●●
●●

●

鰹鍾鐘鐘．・

綴鯵震F、

●

鯵鯛 ●

●

●●
●

●

Wml唾＄･●
８零賊〃

●
■
●

●

急

●

第 ９図石器分布状況

●●●●

刈製寺:： 『
．△.．．：

i,‘轡I劇
●

唾一

睡鴫園
●．釦

，

●●

｡● 一
一

△

． ．ｅ●画gＶｆ



●

遺物集中区４
●

●

●●

●

●●
●

醗弓f･:･鋼．
●

十

●
●
鉛
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
．
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

北
．
・
・
・
鉛
。

。
・
ヂ
。
・
ず
‐

。
＋
，
●
．
●
Ｑ
●
．
●
．
●
み
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
℃
●
●
●
●

△
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
△
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｄ

●
●
●
●
●
●
●

ヂ
●
ｏ
ｑ
Ｆ
●
●

。
。
。
。
●
ヂ
》
。
．
：
銀
●
、
碗
也
。
。
。
．
。●
Ｑ
ｐ
堅
口
●
●
●
●

●
ｆ
，
●
●
●
．
恥
恥
％
？
●
●
●
恥

恥
●
●
●
●
●

．
●
．
●
、
も
も
●

●
●
●
●●
●
へ
●

●
●
●
●
●
●
●
●

＋
。
。
。
。
＋
・
。
・
・
・

．
△
。
・
・
・
．
《
△
・
一

●
●
●

。
。
、
、
・
・
・
．
／
忍
・

．
。
。
。
、
必
．
．
・
・
△
％
。

。
野
．
。△
”

》
●
●
●
一
●
。
△
●
●
●
●
●
●
●
銀
△
．

．
・
・
．
一
．
．
△
一
》
訳
・
《
・
乙
一
●
》
．
』
．
》
》
一

鵠
。

＋
・
・
・
・
。
十
。
・
・
・
、

．
・
・
γ
・

●
●
ｎ
百
毛
Ｕ
ｌ
ｌ
ｌ

．
区
・
・
・
・
．
．

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
Ｕ
癖

・
遣

十十

櫛
●

●
●

● ●

●

●
●

砂 ●
●

＄●●●
● ●

●

●
●
●

●●
● ●

●● ● ●

●

●

● ● ●

も
● ●

●

●●●
。 。｡。。●

●●
●

● ●

●

●●

十 。．。
●

●

●

●
△

●

●● ●

●

●

● ●●● ●

△
●●
●● ●

●●

●
● ●

●
●

● ●

●

＆ 。

●●●●

● ●

●● ●
●

●

●
◎

Ｏ●
●

ゲ

●

●
●
●

●

牛 十

●

●

』
』

＋
●

。＋･･･｡。．●

●● ●
●●●

△
△●●●●● 心

●●
△

●●●●

●● ●●

：。
●●

●

● ● ●

●
●

●●
● △● ●

●● ●●●

●●●●●●△●
●

●● ●
●● ●

●ヂ● ●

●

●

● ● ●

●
●●

●
●

●

●

●● ● ●

△

－ －‐＋．
●

●●

●●● ●

。:、・・．・・・．△●●
伊

十
●

少

●

●

口１コ
●

●

●●
●

●

△

●

●

●

ザ

●

●

●●

､十

●
●
△

●

●／ ・ 伊

・遣物集中区１、．．#9！.．，:.･端.．．

…州ふ撚溌‘
●Ｑ・・・・

●●①●●●●
●●●●●●●・夢。●。●

．.．．.、イ●●●
●●●

。、。：：・・・９△・・・・・８・
●●

。･･･ｄｏ 。● ●●●
●●●

、．.と．．､些些当－－'．△。。

●●●

●
ロ

●
●

●●

●

知

●
●

●

△

● ●

●

●
●●

●● ●●

も●●

●

● ●

●

●

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●
●
‐

●

●

● ●●
●●

●

Q●

第10図遺物集中区位置図

●
●

△
●

●

●

，

０ ５

ー－－－斗



＋ 十

⑱

十 ＋

昌

＋ 十

十 ＋

＋

２土

4，－４

十微細図７

唾

十

十

＋

十

Ａ・

Ｏ'土
十Ａ

３土

A-Qrパ

似帳。
４土

＋

微細図５

第11図土坑・微細図ポイント位置図

図６

十

微細図３

画(4:コワ
＋

＋

十

＋

十

十 微細図２＋

Ｃ
微細図１

微細藤唖
５ｍ

岸司Ｊ言



●

●

●

諦獅
●

●●

△

～＋

●

一
●

一

。、．
●

●●△

／
●●●●●●

●

． 、．

ｅ＄

●●
●▽

●●●
ｑ

●●

●● ●

●
△●

●●
●

●●●●

●

● ●●

●△●●●●・８

●●、●●ｑ

、、曲･fj1
●

８．：。
● ●●●●●
●●●●

●●

●

●
●

●●
●

｡：
●

●

●●●△
●

●

●
●

●

● ●●●

●

●
●

●

●●

●

●

、

●

●

△△

ヘ ｡

△ ●

Ｉ●

●

●●

△

●●
，

△

、
●

●
●

０

調査区外

3２７．７００

畠:私･段．．*‐･命．．.．.:・・・-:．､:．.･論､．､‘瞬褒郷h』:縦‘雪畿蝿零.緬.篭.:;.．．．.△.・も.．．，
●

‐

2ｍ

催一一一一一弐

第12図遺物集中区１

－１６－



●
△

●

卿
●

●
●

△

●

Ａブロック

へ・・

●

一

＋

一

Ｂブロック
△

一 －

十
△

●

●

、／へ

／
●

●

． つ．●●

竃蔑
X･Ｐ‐●

●

●

● ●●●

､●●
●●

●●
●●●△
●ｑ
●●

●●●

●●①● ●

● ●●

●●●
●●●
●●

●

● ｑ

●
● △●
● ●

●●●

● △
●●

●

●

●●
、●

● ●

● ●
●△

●

●

、
●

●

●

／ ／
●。
。

。
。
。

Ｉ
●

●

／ ● △

●

●◎０

Ｉ

.／ △

△

●

△

●

。§②。｡ △●

●

’
●

●

●

●●｡

●

.（．．
● ●

●

●● ●

△ ●●
ｐ△

●
●

●

●

● ● ｡

●●

試掘トレンチ
十 ＋

327.700

●●

･ひ。．‘：･･･浄・２%.;綴.､紙･職鍵諏撫郷蜘診:.:《恥:..､剛．。。９恥ｏも。＄宍：8．．０

催 い

●●
●⑧

０ 2ｍ

第13図遺物集中区２

－１７－



～

●

●

●
●●

●

１
１

、

．
／

、

／
・

●
△
●

△

。
、
頭
“
。
ｂ

一

△

一
△

△

●
●△
●

一
●
●
●
△
●
●
皿
●

△

●
●
●△
●

、

／
醜
〆
。
。
。
。

．
＋
，
。
、

／

、

．
ノ

、
●
●
●

△

△
●

＋

●

●

●

哩）

●

△

●

327.700

△．．：･簾．．．..・・・竃争急.ｈ鎌･‘．:琴･‘§:．;･"肌誇.：
●。

●●

●●cク

●●●●

●

：畠

、

第14図遣物集中区３

－１８－



作されたものと見るよりも、他の地点で製作、使用されたものが破損、破砕された土器とともに一括廃棄された

ものと考えられ、清掃行動（西秋1994）の存在が推定される。もうひとつの石器集中部であるＧ５グリッド～Ｇ

６グリッドでは９点の石器が見られるが、土器集中域とは重複しない。石器内容は打製石鍬２点、横刃形石器１

点、操器２点、挟り入石器１点、微細剥離のある黒曜石剥片１点、粘板岩剥片２点である。黒曜石製石器の比率

が低く、打製石鍬や操器の比率が高く、本遺跡唯一の横刃形石器とその調整剥片が見られる。さらに、この周囲

には通常の形態の打製石鍬が近接して分布している。これらは廃棄されたというよりは、生活空間の一部に格納

されたものとの見方が可能である。

この他の石器の分布については、集中傾向がなく点的な分布であるが、４．５グリッドを中心として南北方向

に連なる遺物集中帯を境にして、東側には打製石鍬、西側には操器が多く分布する傾向にある。また打製石鍬の

うち、刃部に扶り状の打撃が加えられ刃部両端が突出するものについては、Ｅ５グリッドを中心に分布する点も

指摘できる。このように点的な分布ながら、特定の石器がある広がりをもつ空間を占拠しているように見える部

分があり、特定の作業に優先的に使用された作業場的な空間が想定可能である。
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なお、台石については、特定器種の石器が周囲に分布するような傾向はなく、これも単独で分布する。遺物集

中区１にある台石は土器集中メッシュの中に位置するが、すぐ東側には遺物のまばらな空間が広がり、台石周辺

には遺物があまり分布しない作業空間があるものと見て取れる。

３遺物集中区

遺物集中区１（第13図）

位置Ｇ－４．５グリッド

出土傾向やや東寄りに台状の大形篠が確認された。この操は遺物集中区２－Ａブロックの大形篠と接合す

る。土器・石器ともに集中する場所で、土器については遺物集中区２－ＡブロックやＤ－６グリッ

ドのものと接合する破片も見られた。石器では特に黒曜石の製品や剥片などが目立った。

遺物集中区２（第14図）

位置Ｆ－２．３．４グリッド（微細図５．６、土坑１．３～５を含む）

出土傾向土器片の集中するＡブロックと、中心に台状の操を配し炭化物の集中するＢブロックという２つの

ブロックが重なる形となるが、Ａブロックについてもその北寄りで炭化物の集中する箇所が見られ

た。また土坑状の落ち込みもこのブロックに集中して見られる。なおＢブロックの中心部にみられ

る大形の操は、遺物集中区1に見られる台状の大形操と接合する事がわかっている。また、Ｂブロ

ックで出土した炭化物は分析可能であったもののすべてがクリ材であった。なお、Ａブロックでみ

られる土器については遺物集中区１やＤ－５グリッドのものとの間に接合関係が見られるものが複

数あった。石器については黒曜石の剥片が比較的多くみられた。

遺物集中区３

位置

出土傾向

（第15図）

，。Ｅ－２．３グリッド（微細図７を含む）

土器の他、石器が集中して見られる範囲である。出土石器では黒曜石製の製品が目立つ。大きな土

器片がまとまって出土した地点（微細図７）をも含んでいる。この地点から出土した炭化物を分析

したところ、クリ材であることがわかっている。土器については遠距離間での接合は見られなかっ

た。またその分布状況についても、他の遺物集中区が周辺を含めて全体的に多くの遺物数をカウン

トしているのに対して、ここでは特定の１メッシュに31点というようにかなり限定された遺物集中

を読み取れる。その一方石器のみに関する集中の度合いを見てみると、１メッシュに３点という集

中が２箇所で確認されている。というように幾つかの要素から他遺物集中区との相違点を指摘でき

る。なお、この地点は南北に連なる遺物集中帯には含まれていない。

遺物集中区４（第１１．１７図）

位置Ｇ－５グリッド（微細図４を含む）

出土傾向特に短冊形で大きな形態をもつ打製石鍬が集中して多く見られる。周辺の遺物数は多くないもの

の、割合大きな土器片が出土している。

第４節発見された遣構

本遺跡からは、風倒木の痕跡を示すと考えられる落ち込みが５基確認されたのみで、住居跡や土坑などの人為

的な遺構は全く発見されなかった。しかしながら上述のように、遺物の集中に偏りがみられることからこの辺り

を中心に生活が営まれていた可能性もある。しかしながら、柱穴や焼土の集中箇所など、住居跡を示すような生

活の痕跡は全く確認されなかった。
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１．土坑（第16図）

土坑状の落ち込みが数基確認されたが、いずれからも明確な出土遺物はなく、土層観察からも人為性は認めら

れなかった。第１．３号土坑のように灰白色粘質土や炭化物の入ったものも見られる事からこれらの落ち込みは

植物の根などの痕跡と考えるのが最も自然であろう。

第１号土坑

位置

規模・形状

第２号土坑

位置

規模・形状

第３号土坑

位置

規模・形状

第４号土坑

位置

規模・形状

第５号土坑

位置

規模・形状

Ｅ－４グリッド

73×71ｃｍ、深さ35ｃｍ、不正円形。ほぼ全周でオーバーハングし、中からは灰白色粘質土と炭化物

が出土した。形状・土坑内内容物などから風倒木の痕跡の一部と考えられる。

Ｄ－３グリッド

42×52ｃｍ、深さ19ｃｍ、円形。底面から緩く立ちあがる。出土遺物はみられなかった。

Ｆ－３グリッド

28×26ｃｍ、深さ16ｃｍ、不正円形。東側でややオーバーハングする。中からは灰白色粘質土と炭化

物が出土した。形状・土坑内容物などから風倒木の痕跡の一部と考えられる。

Ｆ－４グリッド

37×37ｃｍ、深さ30ｃｍ、不正円形。中からは灰白色粘質土と炭化物が出土した。形状・土坑内容物

などから風倒木の痕跡の一部と考えられる。

Ｆ－４グリッド

37×38ｃｍ、深さ29ｃｍ、円形。土坑内からの出土遺物はみられなかった。

第３節発見された遣物

本遺跡からは、2,000点あまりの土器と40点ほどの石器、その他剥片などが発見されたが、遺構に伴うものは

みられず全て黒褐色土中から出土した。

１．土器（縄文時代晩期最終未～弥生時代初頭）（第18～23図）

１～19には深鉢の口縁部を一括した。１～３は口縁部直下に複数の凹線をもつ一群でＶ金生遺跡Ａ区17号住居

跡出土のものに類例が見られる。４～６は口縁部直下に沈線をもち、口縁部内面に面をもつ一群、７～９は口縁

部に小突起をもつ一群、１０～19は平口縁となる一群である。１６の胎土は明灰褐色を呈し内外面には細密条痕が施

される。１９は胴部がやや丸みを帯び、口縁が弱く外反する器形で口縁部と胴部の境には稜をもつ。胴部には細密

条痕がみられ、口縁部はナデによる調整が施される。２０～24には浅鉢を一括した。いずれも口縁部に小突起をも

つが、２１．２２は波状口縁になるものと考えられる。２３の内面にはタテ方向のミガキがわずかに認められる。

25～30は壷の破片である。２５．２６は口縁部直下に押圧を伴う凸帯をもつもので同一個体と考えられる。２７は口縁

部に刻み目をもつ。２８．２９の壷には肩部に眼鏡状突帯が認められる。３０は頚部に凹線をもつ。３１～43には髪の口

縁部を一括した。３１～43は口縁に刻み目をもつ一群である。３１～34は口縁端部をわずかに外反させる。３７も口縁
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第24図出土土器（７）特殊遺物

、ーノ

ィ／

戸／／、

４２／

汀口
ｉｌ２

０

而lPcm

端部をやや外反させているが、端部を細くおさめ口縁部以下には条痕が施されている。３５は口縁部直下に凹線

を、３６は同じく沈線をもつ。３９～42は２段に刻みをもつもので、３９．４１．４２の口縁部直下の刻み目は貼り付けに

よる低い凸帯に伴うものである。４２には口縁部と胴部との間に明確な稜が見られる。４３は弱く外反する頚部には

ナデ調整、以下条痕が施される。口縁部直下にやや突出する部分をもつが、ここには刻みなどは施されていな

い。４４～49はミニチュア土器と考えられるもので、４４は口縁部に刻み目、口縁部直下に沈線をもつ小形の要と考

えられる。４５も口縁部であるが、器種は不明である。４６．４７は沈線による弧状モチーフをもつ同一個体と考えら

れる。４８．４９も同一個体と考えられるが、４８には沈線がみられる。５０～88には胴部破片を一括したが、条痕の種

類によって１種から６種に分けた。基本的には中山氏の分類（中山1985）に準じるが中山氏の３種をここでは

２つに分けている。１種は幅広の浅い条痕で断面形がｌ－ｌ状を呈するもので５０．５１がこれにあてはまる。２種はク

シ状工具による浅い条痕で断面形がＵ字状を呈するもので53～61があてはまる。３種は細密条痕文で断面形がＶ

状となるもので62～74がこれにあたる。４種は３種とほぼ同様の工具によるものだが、器面への工具の当て方が

弱くナデ風の条痕を残すものとなる。７５～77がこれにあてはまる。５種はへう状の簡単な工具による不揃いな条

痕で断面形はＬ状のきわめて浅いものとなるが、これには79があてはまる。６種は先端部の丸い棒状工具による

幅広の条痕で89がこれにあたる。８０～87は外面にへう削りが施される一群である。８９は口縁端部外面に押圧をも

つ婆で頚部にはタテ方向の、胴部にはヨコ方向の条痕が施される。条痕は先端部の丸い棒状工具による幅広の浅

いもので、断面形はＵ字状となる。９０は頚部に凸帯をもつ壷でこの凸帯は削り出しによるものである。９１～98は

押圧を伴う凸帯をもつもので器種は壷である。９９～113は底部で、９９～105は底面に網代痕をもつもの、106～109

は木葉痕をもつもの、110～113は底部が無文のものである。

２．土器（縄文時代後期・弥生時代中期中葉）・特殊遺物（第24図）

１～４は土製円盤、５．６は不明土製品であるが、５には剥離した痕跡がみられる事から把手などのように土

器についていたものである可能性が大きい｡７は土製スプーンである。８～11は弥生時代中期中葉に属するもの

と思われる。８は胴部下半に縄文を施す小形土器である。９．１０はともに沈線によるゆるい波状文をもつもので

接合はしないものの、同一個体と考えられる。１１は口縁部に縄文帯をもつ。１２は口縁部で口縁端面に螺状の突起

をもつもので縄文時代後期のものである。

－３０－



No.

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

1１

'２

'３

'４

'５

'６

'７

1８

'９

2０

２１

2２

2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

3０

３１

3２

3３

3４

3５

3６

3７

3８

3９

4０

4１

4２

4３

4４

4５

4６

4７

4８

4９

5０

５１

5２

5３

5４

5５

5６

5７

5８

5９

6０

6１

6２

6３

器種

栗鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

架鉢

栗鉢

栗鉢

架鉢

栗鉢

栗鉢

栗鉢

栗鉢

芙鉢

栗鉢

栗鉢

美鉢

浅鉢

壷

壷

壷

壷

壷

壷

蜜

謹

蜜

謹

蜜

蜜

蜜

妻

婆

要

要

蜜

要

小形要

小形窪
？
●

？
●

ミニチュア土器

ミニチュア土器

婆(条痕｜種）

蜜(条痕１種）

雲(条痕２種）

雲(条痕２種）

要(条痕２種）

蜜(条痕２種）

蜜(条痕２種）

妻(条痕２種）

要(条痕２種）

要(条痕２種）

妻(条痕２種）

妻(条痕２種）

雲(条痕３種）

雲(条痕３種）

色調

茶黄色

暗褐色

赤茶褐色

灰褐色

黄褐色

灰黄色

灰褐色

灰茶色

明茶褐色

茶褐色

灰褐色

灰褐色

茶褐色

暗茶褐色

明茶褐色

明灰褐色

赤茶褐色

灰褐色

赤茶褐色

茶灰色

茶褐色

赤茶褐色

暗黄茶褐色

茶褐色

明灰黄色

茶黄色

暗茶褐色

茶褐色

茶褐色

茶褐色

灰茶色

灰褐色

黄茶褐色

茶黄色

黄褐色

明赤茶褐色

灰黄色

茶褐色

茶褐色

赤黄色

茶褐色

暗茶褐色

暗茶褐色

灰茶色

黄灰茶褐色

茶色

茶色

明茶褐色

明茶褐色

茶褐色

黒褐色

灰黄色

暗茶褐色

灰茶色

灰黄色

茶褐色

茶褐色

茶灰色

茶灰色

茶灰色

灰黄褐色

茶褐色

暗茶褐色

覧

胎 土 焼成 出土位置 備考

白砂、金雲母含む 良 Ｅ－４

細白砂、金雲母、石英含む 良 Ｆ－４

細白砂、金雲母、小さい石少量含む 良 Ｇ－６

細砂、角閃石、赤い砂少量含む 良 Ｇ－５

角閃石、白砂、赤砂、黒砂含む 良 Ｇ－２

金雲母、白砂、赤砂、黒砂、角閃石含む 良 Ｆ－０

白砂、角閃石、赤砂、石英含む 良 Ｅ－４

白粒子、石英含む 良 Ｅ－４

細白砂、少量の角閃石、石英含む 良 一括

細白砂を含む 良 一括

角閃石、茶砂、赤砂少量含む 良 Ｆ－３

黒砂、白砂含む 良 Ｄ－ｌ

赤砂、角閃石、白砂、金雲母含む 良 Ｇ－４

細白砂、少量の角閃石 良 Ｇ－４

金雲母、赤砂、白砂、角閃石含む 良 Ｇ－４

細砂、角閃石、赤い砂少量含む 良 Ｆ－４

細白砂含む 良 Ｅ－４

細砂、角閃石、赤い砂少量含む 良 Ｅ－６

細白砂、角閃石、４ミリ程度の石を含む 良 Ｇ－４ 、 Ｄ－６

赤砂、白砂、金雲母含む 良 Ｆ－４

白砂、石英少量含む 良 Ｇ－５

細白砂、少量の角閃石と石英含む 良 Ｄ－６

細白砂、赤砂、石英、金雲母を含む 良 Ｆ－４

細白砂、角閃石含む 良 Ｇ－５

細白砂を含む 良 Ｄ－５，Ｆ－４

金雲母、白砂、赤砂含む 良 Ｄ－５

細白砂、石英を少量含む 良 試掘トレンチ

細白砂、金雲母含む 良 Ｆ－４ 突帯は貼り付けによる

細白砂、金雲母含む 良 Ｆ－２ 突帯は貼り付けによる

細白砂、金雲母含む 良 Ｄ－６

白砂、角閃石含む 良 Ｇ－３

金雲母、白砂、茶砂含む 良 Ｆ－４

細白砂、石英含む 良 Ｅ－３

赤砂、白砂、金雲母含む 良 Ｅ－３，，－３

細白砂、少量の金雲母含む 良 Ｄ－６ 、 Ｄ－５

細白砂、金雲母、角閃石を含む 良 試掘トレンチ

白砂、金雲母少量含む 良 Ｆ－２

細白砂、少量の石英含む 良 Ｅ－５

細白砂含む、微量の角閃石含む 良 Ｇ－５ 二段目の突帯は貼り付けによる

細白砂、少量の角閃石含む 良 Ｇ－４

白砂、角閃石含む 良 Ｆ－２ 二段目の突帯は貼り付けによる

細白砂、少量の石英、角閃石含む 良 Ｆ－４ 二段目の突帯は貼り付けによる

細白砂、角閃石含む 良 Ｄ－５，Ｆ－４

金雲母、白砂、角閃石含む 良 Ｇ－６

細白砂、微量の石英含む 良 Ｇ－４

角閃石、白砂含む 良 Ｇ－５ 47と同一個体

角閃石、白砂含む 良 Ｇ－５ 46と同一個体

細砂と白砂、角閃石少量含む 良 Ｇ－６ 49と同一個体

細砂と白砂、角閃石少量含む 良 Ｇ－５，Ｇ－６ 48と同一個体

白砂、金雲母、角閃石、３ｍｍの石英含む 良 Ｇ－４

細白砂含む 良 Ｇ－４

細白砂、金雲母含む 良 Ｆ－４

細白砂含む、角閃石、金雲母少量 良 Ｆ－４

金雲母、白砂含む 良 Ｇ－４

角閃石、複粒子含む 良 Ｄ－３

角閃石、金雲母、白砂含む 良 Ｇ－４

細白砂含む、少量の石英、金雲母含む 良 Ｆ－２

金雲母、白砂含む 良 Ｆ－３

角閃石、金雲母、他粒子含む 良 Ｆ－４

角閃石、石英、白砂含む 良 Ｅ－４

細白砂、少量の角閃石、赤砂含む 良 Ｅ－４，Ｅ・Ｇ－６ 、

Ｆ－５．６

白砂、角閃石含む 良 Ｇ－４

細白砂含む、石英少々あり 良 Ｆ－３

－３１－



6４

6５

6６

6７

6８

6９

7０

７１

7２

7３

7４

7５

7６

7７

7８

7９

8０

８１

8２

8３

8４

8５

8６

8７

8８

8９

9０

９１

9２

9３

9４

9５

9６

9７

9８

9９

'００

IＯｌ

'０２

1０３

IＯ４

'０５

'０６

1０７

'０８

'０９

'’０

|Ｉｌ

'１２

'’３

Ｎｏ．

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

I’

'２

蜜(条痕３種）

蜜(条痕３種）

妻(条痕３種）

壷(条痕３種）

雲(条痕３種）

要(条痕３種）

蜜(条痕３種）

妻(条痕３種）

蜜(条痕３種）

雲(条痕３種）

要(条痕３種）

妻(条痕４種）

妻(条痕４種）

窪(条痕４種）

雲(条痕４種）

婆(条痕５種）

要

鉢
？
●

深鉢

深鉢

雲

蜜

雲

要

壷(条痕６種）

壷

妻

雲

壷

壷

壷

壷

壷

壷

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

器種

土製円盤

土製円盤

土製円盤

土製円盤

把手？

土製品？

土製スプーン

ミニチュア土器

壷？

壷？

蜜？

深鉢

暗茶褐色 角閃石、白砂含む

茶褐色 細砂含む

茶褐色 角閃石、白砂含む

茶褐色 細白砂、金雲母含む

暗灰黄色 金雲母、複粒子含む

灰褐色 金雲母、白砂、赤砂、角閃石含む

赤茶色 細白砂含む、角閃石含む

明黄茶褐色

茶褐色 金雲母、白砂

暗褐色 細白砂含む、金雲母少々

焦げ茶色 細白砂、金雲母含む

暗茶褐色 細白砂含む、角閃石少量

焦げ茶色 細白砂含む

茶灰色 金雲母、白砂含む

赤茶褐色 細白砂、角閃石、少量の赤砂含む

暗茶褐色 細白砂含む、角閃石含む

暗茶色 金雲母、白砂、赤砂含む

茶褐色 角閃石、白砂、金雲母含む

暗茶褐色 細白砂、石英少々含む

中赤茶色 細白砂、金雲母含む

茶褐色 角閃石、金雲母、赤砂、白砂含む

黄灰茶褐色 細白砂、少量の赤砂、金雲母、石英含む

赤茶褐色 細白砂、赤砂、少量の石英

暗灰黄色 粗白粒子、角閃石含む

暗茶褐色 細白砂、石英、少量の金雲母

灰黄褐色 細白砂、角閃石含む

茶褐色 赤砂、金雲母、白砂含む

灰黄色 金雲母、白砂、茶砂微量含む

赤茶褐色 細白砂含む

茶褐色 角閃石、白砂含む

茶褐色 細白砂含む

黄茶色 金雲母、白砂含む

茶褐色 角閃石、白砂、金雲母含む

暗茶褐色 細白砂、角閃石、石英少々

暗赤茶褐色 細白砂、角閃石、石英少々含む

茶灰色 金雲母、白砂、赤砂、黒砂、石英含む

黄茶褐色 細砂と白砂を含む

茶褐色 角閃石、白砂、赤砂、黒砂、金雲母含む

黄茶褐色 細白砂、少量の金雲母、角閃石、石英含む

黄茶褐色 細白砂、少量の角閃石を含む

茶褐色 角閃石、白砂、赤砂、黒砂含む

茶褐色 角閃石、白砂、金雲母、赤砂含む

明茶褐色 細白砂、金雲母、石英を含む

灰茶褐色 細白砂、赤砂少量、金雲母、石英を含む

茶灰色 白砂、赤砂、金雲母含む

黄茶褐色 細白砂、赤砂、石英を含む

茶黄色 白砂、黒砂含む

明茶褐色 白砂、赤砂、角閃石、金雲母含む

茶黄色 白砂、赤砂含む

茶黄色 白砂、角閃石、茶砂、金雲母含む

遺物・縄文土器一覧

色調 胎土

明茶褐色 細白砂、角閃石含む

暗茶褐色 細白砂、角閃石、少量の赤砂、金雲母

灰茶褐色 細白砂、砂、少量の角閃石

灰茶褐色 細白砂、少量の角閃石を含む

明茶褐色 細白砂、金雲母含む

暗茶褐色 細白砂、少量の角閃石を含む

黄茶褐色 細白砂、金雲母、角閃石含む

暗赤黒褐色 細白砂、角閃石含む

赤茶褐色 細白砂、角閃石、石英含む

茶褐色 細白砂と、小粒の砂、少量の角閃石と石

茶褐色 細白砂、金雲母、角閃石含む

茶褐色 細白砂、金雲母、角閃石を含む

－３２－

良 Ｄ－４

良 Ｆ－ｌ

良 Ｄ－４

良 Ｆ－４

良 Ｇ－３

良 Ｅ－４

良 Ｇ－５

良 試掘トレンチ

良 Ｇ－５ 、 Ｆ－５

良 Ｆ－４

良 Ｇ－５ 、 Ｆ－３

良 Ｇ－５

良 Ｇ－５

良 Ｇ－４

良 Ｅ－３

良 Ｇ－４

良 Ｅ－４

良 Ｇ－４

良 Ｆ－５，，－４

良 Ｇ－４

良 Ｆ－４

良 Ｆ－４

良 Ｄ－５

良 Ｄ－４

良 Ｆ－４ 、 Ｆ－５

良 ，。Ｆ－５．６，Ｅ－

４．６ 、 Ｇ－５．６

良 Ｇ－６ 突帯は削り出しによる

良 Ｇ－５ 突帯は貼り付けによる

良 Ｇ－２ 突帯は削り出しによる

良 Ｄ－４ 突帯は貼り付けによる

良 Ｄ－６ 突帯は削り出しによる

良 Ｇ－５ 突帯は貼り付けによる

良 Ｄ－４ 突帯は削り出しによる

良 Ｇ－５ 突帯は貼り付けによる

良 Ｇ－５ 突帯は貼り付けによる

良 Ｆ－４ 網代痕あり

良 Ｅ－５ 網代痕あり

良 Ｅ－４ 網代痕あり

良 Ｆ－３ 網代痕あり

良 Ｇ－５ 網代痕あり

良 Ｇ－４ 網代痕あり

良 Ｅ－４ 網代痕あり

良 Ｅ－５ 木葉痕あり

良 Ｅ－５ 木葉痕あり

良 Ｅ－３ 木葉痕あり

良 Ｆ－５ 木葉痕あり

良 Ｇ－３

良 Ｇ－４

良 Ｅ－３

良 Ｆ－４

焼成 出土位置 備考

良 Ｇ－５

良 Ｄ－５

良 Ｆ－３

良 Ｆ－４

良 Ｇ－４

やや軟 Ｇ－５

良 Ｄ－３

良 Ｅ－０ 弥生時代中期中葉

良 Ｇ－５ 弥生時代中期中葉。’0と同-個体

良 Ｆ－３ 弥生時代中期中葉。９と同-個体

良 Ｄ－５ 弥生時代中期中葉

良 Ｇ－４ 縄文時代後期。突起・円孔あり



３．石器

本遺跡から出土した石器は黒曜石製の石器が石錐１点、模形石器４点、扶り入石器２点、二次加工ある剥片２

点、微細剥離のある剥片５点、剥片７点、砕片１点、石核１点、粘板岩・砂岩製などの石器は打製石斧９点（内

完形６点、破損品３点)、横刃形石器１点、操器７点、鼓石２点、磨石１点、台石２点（両者は接合)、微細剥離

のある剥片６点、剥片６点の合計57点である。ここでは、個々の石器の記載を行なう。

黒曜石製の石器（第２６．２７図）

石錐（第26図－１）；打面の破砕した剥片を縦方向に使い、急角度の調整を両縁部全体に施して細長い紡錘形

に仕上げている。素材剥片の主剥離面には先端部と両縁部中央付近に階段状剥離が部分的に見られる｡また、先

端部背面側に磨り面が見られ（網点部分)、先端部の使用に伴う磨耗と思われる。

模形石器（第26図－２．３）；２は旧石器時代に見られる彫器の削片状の剥片を素材とし、長軸の両端部に両

極打撃による剥離が見られる。正面右側縁部の小剥離は素材時のものである。図示しなかったがこの他に模形石

器は２点ある。

挟り入石器（第26図－４．７）；４は横長剥片の打点側に大きく一枚の剥離で扶り部を形成したもので、扶り

剥離と主剥離の形成する縁部両面に微細剥離が連続して見られる。７は剥片端部を主剥離面側から加撃し、一枚

の大きな剥離で扶り部を形成している。扶り部に微細剥離が集中する。また、主剥離面側には打面およびその周

辺以外の部分に階段状の比較的大きな剥離が連続する。主剥離面のバルブ上にはパンチ痕跡が数カ所見られ、お

そらく新たな扶り剥離の形成を意図したものであろう。素材は自然面打面。

二次加工ある剥片（第26図－５．６）；５は縦長剥片の端部に円弧を描く刃部を連続する小剥離で形成したも

ので、形態的には掻器としてよいものである。左右両縁部にも微細剥離が見られる。６は寸づまりの縦長剥片の

打点側を折り取る加工と、剥片端部の一部には両面に加工が見られる。折断面には微細剥離が見られ、扶り入石

器としての使用も考えられる。

微細剥離のある剥片（第26図－８．９）；８は縦長剥片の正面右縁部の打点側に微細剥離が連続する。９は両

極打撃により破砕した石核を利用しており、図の裏面左縁辺に微細剥離が見られる。図示しなかったが微細剥離

のある剥片はこの他に３点ある。

石核（第27図-10）；打面を90度転位させながら、打面と剥離作業面を入れ替えながら剥片剥離を進めている。

図左下面のような比較的大型の剥片も剥離している点注目される。

粘板岩・砂岩製等の石器（第28～35図）

打製石鍬（第28図、第29図-17.18.20）；１１は寸づまりの短冊形、１２～16は先端側が開く擢形である。１４～１６

は先端刃部に１～２枚の大きな剥離で扶り状の刃部を形成し、先端刃部の両端が突出するような形態を形成して

いる。１７．１８．２０は短冊ないしは溌形の一部と思われる。石材は黒色の粘板岩と砂岩である。

横刃形石器（第29図-19）；粘板岩の大型で比較的薄い四角形状の剥片の一辺に、刃部に平行した方向の線状

痕が集中する部分（網点部分）が見られる。加工はこの辺には見られず、左右両辺に比較的大きな剥離、刃部と

反対縁部の主剥離面に小規模な剥離が連続する。第33図－３８．３９は同一母岩の剥片であり、この石器の調整剥片

と思われる。３８は側縁部側、３９は刃部側の調整剥片の可能性がある。

喋器石器（第30図－２４．２６．２７、第３１．３２図）；円操ないし操辺の一端に40度前後の鋭い縁部を形成したもの

(第30-24.26.27、第32図-30）と、石核状を呈し60～90度の鈍角の縁部をもつもの（第31図、第32図-31）の

２種類が見られる。後者は刃部が複数の辺に見られる。潰れ状の微細剥離が縁部に見られることや剥離されたは

ずの剥片が調査範囲に見られないことから操器と分類した。３０が花闇岩である他は粘板岩製。

微細剥離のある剥片（第29図-21～23、第30図-25、第33図－３２．３３）；砂岩剥片の縁部に微細剥片が見られ

るもの（第29図-21～23、第33図－３２．３３)、粘板岩製打製石鍬の調整剥片の端部に微細剥離が見られるもの

－３３－
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第26図出土石器（２）

(第30図-25）がある。２２の剥離面中央に磨耗痕が両面に明瞭に認められる。中央の突出した部分であり、着柄

の可能性もある。

敵石（第34図－４０．４１）；４０は砂岩円操の一端を折り取るようにして平坦な面を形成し、その周縁部を敵打し

ている。また、砂岩円操の稜線部分にも一部に敵打痕が見られる。４１は円操の稜線上の２カ所に敵打痕が見られ

る。

磨石（第34図-42）；砂岩の板状の河川操をいくつかに分割したものを素材とし、２面ある自然面に磨り面を

形成している。周囲の面はすべて分割面である。磨り面は自然面の片側に片寄って分布し、図裏面の磨り面右縁

辺には鼓打痕が見られる。試掘時に出土。

台石（第35図）；操岩の巨大操を２つに分割し、それぞれの鋭角の縁部に剥離作業を行なって篠器状の刃部を

形成した石器である。非常に大型であり、通常の操器ではない。固定した状態で、加工対象物を刃部に打ち当て

るような作業が想定される。両者は約10ｍ離れた位置にあるが、操器状に加工したおりの剥片が出土しておら

ず、調査区以外の場所で分割され加工された後に調査地点に持ち込まれたものと推定される。

剥片（第33図-34～39）；砂岩製品で削片状に細長い剥片が３点見られる（34～36)。あるいは模的な使用目的

が想像される。３７は粘板岩製の打製石鍬の調整剥片である。３８．３９は横刃形石器の調整剥片で、第29図-19と同

一母岩である。

－３５－
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第４章総括

本遺跡からは、以上のように2,000点あまりにのぼる縄文時代晩期最終末～弥生時代前期にあたる条痕文土器

片・石器が発見され、その他にもごくわずかであるが弥生時代中期中葉に属すると考えられる土器片も数点確認

され、縄文時代後期の土器片も１点出土している。出土した土器の細別時期については、宮ノ前遺跡（韮崎市）

の２号水田下層の土器群とほぼ同じ様相を示すもので、中部高地の編年では氷式の最も新しい段階に、また東海

地方の編年では樫王式に位置付けられ、山梨県内の編年では宮ノ前１期（中山1992）にあたる。土器の示す時

期相としては、「縄文時代晩期最終末の浮線文土器群の中に条痕文土器が流入し混在する段階」～「前段階まで

伝統的に継承されてきた深鉢・浅鉢を主体とする土器組成から、要・壷を主体とする組成へと変化する段階」と

いう範晴で押さえられるものと考えられる。器種構成的にも、深鉢と妻がほぼ桔抗する割合で見られ、また浅鉢

が含まれている事もこの時期の特徴をよく表わしていると言える。

山梨県内でみられる条痕文期の遺跡については細かいものまで含めると70箇所あまりにのぼるが、遺構が確認

されているものとしては、下大内遺跡（北巨摩郡明野村）の正位で埋設された壷を伴う土坑や、寺所遺跡（北巨

摩郡大泉村）や中村道祖神遺跡（北巨摩郡明野村)、健康村遺跡（北巨摩郡長坂町）などで発見された土坑があ

る。なお住居跡については、柳坪遺跡の他、上手沢遺跡（韮崎市）で前期に属する隅丸方形プランの住居跡が１

軒発見されており、内部施設としては柱穴４基と地床炉が確認されている。時期はやや下るが中期中葉では牛石

遺跡（都留市）で３軒の住居跡が確認されている。さらに視点を周辺地域にまで広げてみると、関東地方．東海

地方においても住居跡が集中するような集落跡は発見されておらず、主として土器棺墓から構成される墓域が発

見されるにとどまっている。以上のようにこの時期には人々の生活の痕跡を示す明確な遺構などはあまり発見さ

れていないのが現状である。しかしながら掘りこみは確認できないものの、十五所遺跡（中巨摩郡櫛形町）のよ

うな、遺物や焼土･炭化物･赤色顔料の分布状況などから作業場のようなものを想定できるケースもある。では、

横堀遺跡ではどんな暮らしが営まれていたのであろうか。

遺構については、人為的なものは全く発見されず、確認されたのは風倒木の痕跡と考えられる落ち込みのみで

あった。また遺物の分布をみると南北方向に帯状に連なる遺物集中帯が確認された。これら出土土器の接合関係

をみるとグリッドを跨いで出土した土器片同士が接合しているケースが多くあるが、この遺物集中帯を境にして

東側と西側とではその出土傾向が大きく異なっていることがわかる。すなわち、東区で出土しているものについ

てはこの遺物集中帯との間に接合関係が頻繁にみられるのに対して、西区では土器の出土量自体も少なく接合関

係も見られない。またこの土器の分布傾向に石器の分布を加えてみると、西区には打製石鍬が多くみられるのに

対して、東区には操石器が多くみられるという傾向が読み取れる。この西区でみられる打製石鍬については、擢

形のタイプと大形の短冊形タイプのものとで分布箇所が分かれていることも特筆できよう。また、黒曜石製の石

器や剥片の出土数は全体で23点にのぼるが、そのうちのおよそ７割は遺物集中帯の中でも特に集中する遺物集中

区にみられることがわかっている。一方、打製石鍬や操石器の分布については、これとは全く逆で土器分布が希

薄な部分に集中する傾向がある。また約11ｍ離れて接合する台石状の大形篠は、土器・石器それぞれの集中区に

重なることなく独自の配置をもっていることから、この大形操が何らかの作業に使われていた可能性が強い。さ

らに焼土の分布状況については炉跡のようにある程度集中した焼土箇所は全く認められず、焼土粒という形で遺

物を包含する厚さ40ｃｍの黒褐色粘質土中に拡散した状態で均一に分布していることから、継続的に火を使った

場所が存在した可能性は低いと言える。

これらの分布傾向を総合して当時の景観を復原してみよう。まず出土している土器片は細かいものばかりで、

完形で出土したものは勿論、完形に復原できるような土器も全くみられなかった。また、土器片の多くは摩滅し

ていたことから、しばらくの間風雨にさらされていた状態を想定できる。また、焼土についてもある一定の期間

繰り返し火を使った様子を示すような集中箇所は全く見られず、覆土中に分散した状態で確認されたことなどと

も考え合わせると、この場所が集落のような生活の主体となる場ではなかった事が推測される。では単なる遺物
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包含層であったのだろうか？これに石器の分布傾向を加えてみると、器種ごとに分布の偏りが見られることか

ら単なる包含層としては片付けられないところがある。しかしながら、住居跡と考えられるような地面の掘りこ

みや、継続して火を使ったと考えられるような焼土の集中箇所は全く確認されなかったことから、継続的に人が

暮らしていたという積極的な証拠は得られていないと言える。これらの事柄も含めて当時の景観を復元してみる

と、この場所は生活主体の場ではないながらも、当時の生活スペースの一部を担っていた場所だと想定する事が

できる。具体的には、その出土状況などから割れた土器片や使わなくなった石器などの不用品が集められた場所

であった可能性が考えられるのではないだろうか。おそらくは、集落跡のような、住〃主体の生活の場は今回の

調査地点の近辺に存在し、そのような生活主体の場と不用品の集積場を含む作業スペース的な場所とが有機的な

関連を持ちながら、当時の生活が営まれていたものと考えられる。今回の調査で得られた知見は遺物出土状況に

依らなければならないところが大きいため、土器・石器それぞれの分布状況から考えられる事をより深めてみた

いと思う。まず土器の分布状況から言えることは、これら遺物の集中がほぼ一時期的に形成されたという点、土

器の分布には偏りが見られるため、ここがひとつの空間としてのみではなく、廃棄が行なわれた空間を中心とし

て、幾つかの機能的なスペースに分かれていたと考えられる点である。また、石器の分布状況から考えられる事

は、①石鍍などの狩猟具が存在せず、黒曜石の剥片剥離は行なっているものの、石鍍等の素材の製作は行なって

いない。弥生時代前期においても狩猟活動は存在したはずであり、生業活動の作業内容ごとに地点を違えて活動

を行なっていた事が推定され、遊動的な生活形態が推定される。②他の同時期の遺跡には希薄な篠器が存在し、

刃部角度の違う２種類の篠器が存在しており注目される。③同一母岩による２つの台石は設置して使用されたと

思われるが、その作業空間が２カ所あり、両者の台石が接合する事からこれらの遺物分布がほぼ同時期的に形成

され、この台石を中心とする作業空間についてもほぼ同時に設定されたものと考えられる。④おびただしい土器

の量とともに黒曜石製石器の廃棄空間が存在し、清掃行動の存在が推定される。おそらく、この地点が遊動生活

のなかで繰り返し利用されていたこと、またその過程で土器の使用場所や黒曜石製石器の製作、使用の場所が一

定の空間に限定されていたことを示している可能性がある。といった事柄である。これらから想定できる事は、

廃棄の場、作業の場という両者の'性格を併せ持った空間である印象が強いと言える。また、自然科学分析からは

この辺り一帯の植生を示すデータが得られている。遺跡から出土した炭化材の多くはクリでそれに少量のクヌギ

が伴っているという。この結果からは、落葉広葉樹に囲まれた、遺跡周辺一帯の豊かな自然環境が目に浮かぶ。

横堀遺跡から出土した遺物が示す時代は、縄文時代から弥生時代への移り変わりの時期である。土器の器種構

成には、縄文時代晩期からの深鉢の伝統と、弥生時代に入って出現する雲の共存が見られ、さらに弥生時代以降

消滅する浅鉢も存在する。また石器組成については縄文時代以来使用されてきた器種のみで構成されており、弥

生時代に至って出現する大陸系の磨製石器の類はまったく含まれていない。その一方で、この時期の遺跡から出

現する石器の器種構成は遺跡ごとで較差が大きく（例えば、横堀遺跡からは他遺跡ではあまり見られない操器が

含まれており、石錬は含まれていない。その一方で十五所遺跡からは石錬が出土しているなど)、縄文時代の遺

跡にみられるように、量の差こそあれ、ある程度同じような器種がどの遺跡からも同じように出土する状況とは

大きく異なっている。このように土器・石器それぞれの内容から、縄文的要素と弥生的要素の両者を抽出する事

ができるという点でも、縄文時代から弥生時代へというこの時期の特徴をよく示していると言えよう。

今回の調査によって得られた結果から多くを語ることは難しいが、少なくともこの土地で暮らしていた人々の

生活の一端を垣間見ることができたと言える。しかしその一方で、大きな疑問も生じる。県内周辺でみられる該

期の遺跡のあり方として多いのが、遺物が分布するのみで遺構がみられないというパターンであるが、果たして

このような遺跡の全てを今回想定したような'性格に当てはめられるのかということである。これまでの調査のい

きさつからすれば、今までの調査地以外の場所にこそ集落跡が存在するという可能性は低いと言えよう。となる

と、明確な遺構が発見されない遺跡の中にも集落跡のような‘性格が潜んでいることもあり得る。見方を変えれ

ば、従来いわれているような“地面に痕跡を残さないような住居跡''一すなわち遊動的な生活一が該期の特徴で

ある、ということにもなるが、今回の調査では残念ながらこの疑問に対する有効な手がかりを得る事はできなか
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った。

近年、山梨県内では扇状地という白根町と同じような地理的条件下において条痕文期の遺跡が発見されるよう

になってきているが、今後このような事例がさらに増加し、より条件のよい遺跡での遺物分布に関する分析が行

なわれる事により、これまで闇に閉ざされていたこの時期の人々の暮らしが次第に明らかになっていくことであ

ろう。
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附編横堀遺跡から出土した炭化材の年代と樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

横堀遺跡では、縄文時代晩期最終末～弥生時代中期の条痕文土器や打製石鍬などの遺物が出土している。ま

た、これらの土器が出土した遺物包含層の水洗選別により、炭化材の細片も検出されている。

本報告では、遺物包含層から出土した炭化材の放射性炭素年代測定を行い、堆積物の年代を明らかにする。ま

た、炭化材の樹種同定を行い、古植生等に関する資料を得る。なお、炭化材が少量であったため、放射'性炭素年

代測定は加速器質量分析法（ＡＭＳ法）で行う。

１．試料

試料は、遺物包含層から出土した炭化材15点である。このうち、放射'性炭素年代測定は、C-10の１点につい

て行い、樹種同定は全点について行う。

２ざ方法

（１）放射'性炭素年代測定

測定は、株式会社地球科学研究所を通じて、米国ベータ社で行った。

（２）樹種同定

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電

子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

３．結果

（１）放射性炭素年代測定

C-10の炭化材の放射‘性炭素年代測定値は、2000±40ｙＢ.P・（beta-140822）である。613C/12Ｃは-12.0%bであ

り、同位体補正年代値は1960±40y､ＢＰ.を示す。

（２）樹種同定

結果を表１に示す。炭化材はＣ－１２が、道管を有表１樹種同定結果

することから広葉樹材であることは確認できたが、

保存が悪く種類の同定には至らなかった｡その他の

炭化材は、全て落葉広葉樹で、２種類（コナラ属コ

ナラ亜属クヌギ節・クリ）に同定された。各種類の

主な解剖学的特徴を以下に記す。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節（Ｑ"e”zｨｓｓ況睡"．

L幼肋6α〃z‘ssect.αγ7,fs）ブナ科

環孔材で、孔圏部は１～２列、孔圏外で急激に管

径を減じたのち、漸減しながら単独で放射状に配列

する。

地区

Ｆ－３

グリッド

Ｄ－ｌ

グリッド

Ｅ－３

－４７－

試料名

Ｃ－１

Ｃ－２

Ｃ－３

Ｃ－４

Ｃ－５

Ｃ－６

Ｃ－７

Ｃ－８

Ｃ－１

Ｃ－２

Ｃ－３

Ｃ－４

微細図７下

トレンチ11内

樹種

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

､クリ

クリ

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

コナラ属コナラ亜属クヌギ節

広葉樹

クリ

コナラ属コナラ亜属クヌギ節



道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１～20細胞高のものと複合放射組織と

がある。

・クリ（Qzs伽ｅａｃγE"αmSieb､etZucc.）ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は１～４列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列す

る。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、１～２細胞幅、１～15細胞高。

４．考察

（１）年代について

炭化材の年代は、補正年代で1960±4OBPであった。炭化材が得られた包含層からは、条痕文土器が多数出土

している。条痕文土器は、東海地方の縄文時代晩期最終末～弥生時代中期頃にかけて広がる土器群である。測定

を行った炭化材は、土器を埋積している包含層の水洗選別によって得られたものである。破片が塊状に出土して

いることから、その場にあった土器が割れている可能性がある。一方炭化材については、土器を埋積した土壌と

共に本地点に運ばれてきた可能性もある。そのため、炭化材は土器よりも新しい時期の可能性がある。以上の点

を考慮すると、今回の測定値は、弥生時代中期の年代に一致しており、条痕文土器の推定年代とも調和的といえ

る。

今後、土器に付着している炭化物などについても年代測定を行い、より詳細な時期を明らかにしたい。

（２）古植生について

３．４グリッド地区の炭化材は全点がクリ、１．２グリッド地区の炭化材は種類不明の１点を除く全点がクヌ

ギ節に同定された。この結果から、縄文時代晩期最終末～弥生時代中期頃にかけて、本遺跡周辺ではクリやクヌ

ギ節等の落葉広葉樹が生育する植生が見られたと考えられる。

炭化材の年代測定では、１．２グリッド地区の炭化材が弥生時代中期頃の可能性があるが、３．４グリッド地

区については年代測定を行っていないため詳細は不明である。これまで県内で行われた調査では、縄文時代の炭

化材にクリが多いことが明らかとなっている（パリノ・サーヴェイ株式会社、１９９３；植田、１９９７；未公表資料)。

一方、弥生時代の炭化材については、ほとんど調査例がないが、関東地方の調査例では、クヌギ節・コナラ節を

主とする古墳時代に似た種類構成が確認されている（高橋・植木、1994)。このことを考慮すると、地区による

種類構成の違いは、各炭化材の堆積時期による植生や用材選択の違いを示している可能性がある。

ところで、クリは縄文時代の植物食糧としても重要な種類であり（粉川、1983)、果実の安定した収量を確保

するために栽培されていたことが推定されている（千野、1983)。現在栽培されているクリは、９年生～10年生

以後から20年生前後の樹齢が成果期であり、一般に20年生以後は年毎に収量が減少する（志村、1984)。このこ

とから、若木を果実確保のために保護・管理し、老木を伐採して用材として利用した可能性が考えられている

(千野、1983)。山梨県内でも、多くの縄文遺跡でクリが出土していることから、クリ栽培が行われていた可能性

がある。しかし現時点では詳細は不明であり、今後さらに調査を行って詳細を明らかにしたい。
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調査区南壁

土器出土状況（微細図１） 土器出土状況（微細図２）
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土器出土状況（微細図３） 土器出土状況（微細図５の一部）
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条痕文土器口縁部集合

条痕文土器集合



条痕文土器突帯付壷

霧譲

霧 鱗鱗

底部（網代痕、木葉痕）集合
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打製石鍬の使用例
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打製石鍬
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